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論題

根拠は「記憶・注意と効果的な学習法」に関する実践的な主張を支持する一方、最も大きな限界も

明示している。

分析

本課題は、明確な問い、記録された根拠、提示資料の範囲に限定した結論によって「記憶・注意と効果

的な学習法」を検討する。

根拠

記録された観察には一貫した傾向が見られる。各結果を問いに結び付けるが、相関を確実な因果関係と

はみなさない。

別の見方

標本数が少なく、統制できていない要因が結果に影響する可能性があるため、結論は慎重に限定する。

結論

提示された根拠を総合すると問いに答えることができ、「記憶・注意と効果的な学習法」に必要な次の検

証も示せる。
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1. 課題で提示された授業資料と観察記録。


